
８  言語通級指導教室 こ と ばの保育室・ こ と ばの教室の役割 

 

設置校園 

・ 三木市立幼稚園（ こ と ばの保育室）  

※市内在住の就学前の 5 歳児が対象 

・ 三木市立小学校（ こ と ばの教室）  

※市内小学校の通常学級に在籍する児童が対象 

 

対象幼児・ 児童 

・ 正し い発音ができ ない音がある。発音に誤り がある。 

例： ら っ ぱ→ダっ ぱ、 さ んぽ→シャ んぽ、 あか→あタ  

・ 話をし ている時に、 音がつまっ たり 、 同じ 音を繰り 返し たり する。（ 吃音）  

例： ・ ・ おかあさ ん、 おおおおかあさ ん、 お～～～かあさ ん 

・ コ ミ ュ ニケーショ ンがと り にく い。 同年齢の子ども より こ と ばが少ないよう だ。  

例： 友だちと う まく 遊べない。 話し 方が幼い気がする。  

・ 舌や唇の動き が気になる。 声が鼻にかかる。  

・ 文字を読むのが難し い。 本読みに自信が持てない。  

 

通級指導教室と は 

・ 学校園の教育課程に振り 替えたり 、 加えたり し て行う 特別な指導（ 保育） です。  

・ 教科の学習に影響し ないよう に、 小学校では「 図書」 や「 書写」 等の時間に指導を し てい 

ます。  

・ 指導時間は、 週 1 ～２ 回（ 1 回につき １ ～２ 単位） です。  

・ 一人一人のこ と ばの状態に合わせて指導するので、 1 対１ の個別指導が中心です。  

・ こ と ばの課題が、 改善あるいは軽減さ れると 、 年度の途中でも 指導を終了し ます。 また、

場合によっ ては、 年度途中から 開始するこ と も あり ます。  

・ 安全に通級できるよう にするこ と と 、どのよう な学習をし ているかを知っ ても ら う ために、

保護者の送迎や付き 添いを お願いし ています。  

 

指導方法と 内容（ 具体例）  

・ 子ども の興味・ 関心や発達課題に応じ て作成し た指導計画に基づいて指導し ます。  

・「 聞く 力」「 話す力」「 理解する力」「 判断する力」 を伸ばす。  

①聞き 分け（ 正し い発音と 誤り のある発音の聞き 分け）  

②舌の使い方の練習「 舌の体操」（ 平舌の安定）  

③発音練習（ 正し い構音の仕方での練習）  

④音読練習・ 会話 

⑤コ ミ ュ ニケーショ ン活動（ 気持ちの表現ができ るよう に働き かける）  

⑥吃音について知り 、 吃音にと ら われず表現でき る自信が持てるよう に指導する。  

⑦こ と ばを広げる学習や様々な感覚を育てる学習をする。   



学級担任・ 保護者と の連携 

連絡帳を 作成し て、 毎時間学習し たこ と を 在籍学級担任と 保護者に知ら せています。 そ

し て学級担任には園や学校での様子を、保護者には家庭での様子を連絡帳に書いていただき 、

子ども の様子を多面的に捉えています。  

「 こ と ばの教室」 では、 担当者と 在籍学級担任と で 5 月に担任者会、 1 0 月に担任連絡

会を 開き 、 子ども の状態や配慮し てほし いこ と などについて話し 合います。 保護者と は、 通

級指導の学習後に毎回子ども の様子や学習の状況について話し 合います。 また、必要に応じ

て個別に時間をと っ て面談をするこ と も あり ます。  

 

担当教員の思い・ 願い 

子ども 一人一人の課題と 発達全体を 捉えて指導にあたるこ と を基本と し ています。子ども

が自分のも てる力を発揮し 、「 おはなし だいすき 」 な子ども になるよう に支えていき たいと

考えています。  

 

こ んなこ と を し ています・ ・ ・  

Ａ さ んは幼稚園の頃から 、 話すと き に言葉がつまっ たり 、 同じ 音を繰り 返し たり し ていま

し た。 １ 年生の時には、 急ぐ 時につまるのは普通のこ と だと 思っ ていたし 、 お家の方も Ａ さ

んにそう 話し ていまし た。 と こ ろ が２ 年生になり A さ んの言葉がつまっ た時に、 友だちか

ら「 病気じ ゃ ないの？」 と 言われたこ と をき っ かけに、 自分の話し 方がと ても 気になるよう

になり まし た。 お母さ んが担任の先生に相談し 、 こ と ばの教室を紹介さ れて教育相談に来ら

れ、 通級指導をするこ と になり まし た。 吃音の指導は吃音をなく すこ と ではあり ません。 自

己肯定感を高め「 吃音があっ ても 自分は自分だ。」 と 思えるよう になるこ と 、 たと えども っ

ても 「 ども るのは悪く ない。 言いたいこ と は最後まで言う ほう がいい。」 と いう 考えが持て

るよう になるこ と を目指し ています。 そのために次のよう なこ と をし ています。  

① 本やプリ ント などで吃音について知っ たり 、 考えたり する。  

② 自分の得意なこ と や好き なこ と 、 リ ラ ッ ク スでき る遊びをし たり 、 話を し たり する。  

③ スピーチや音楽、 絵などで表現する力を身につける。  

④ 担任の先生、 友だち、 お家の方などたく さ んの方から いいと こ ろ を見つけても ら っ たり

自分で気づいたり し て、 自分を好き になる。  

⑤ 友だちの話し たこ と やし たこ と について振り 返っ たり 気持ちを 考えたり し て、 友だちに

ついて考える。  

⑥ 日頃自分の困っ ているこ と や、 学級担任の

先生や友だちがこ う し てく れたら と いう 希

望など、 吃音について話をする。  

⑦ こ と ばの教室・ 保育室担当者が、 担任の先

生や保護者に、 吃音についてのアド バイ ス

をし たり 相談にのっ たり する。  

 

 

 



 

「 ども っ ても いいんだよ」 等の本を 使っ て吃音について学んだり 、得意な卓球を一緒にし

たり するう ちに次第に心を 開いてく れたＡ さ んは、ども るこ と を友だちに指摘さ れると いや

なこ と や、 かけ算に言いにく い段があるこ と などを話し てく れるよう になり まし た。 一つ一

つ困っ ているこ と を解決するために一緒に考えていく こ と と 、初めての友だちにも 優し く で

き たり 、仲直り を自分から 言い出し たり するＡ さ んのいいと こ ろ見つけを同時にすすめてい

く う ちに、 Ａ さ んの笑顔が増えてきまし た。  

３ 年生になっ た時、新し い担任の先生に「 ども るこ と があるけれど気にし ないでく ださ い。」

と 話し たり 、 自己紹介カ ード の「 知っ てほし いこ と 」 欄に自分から「 ども るこ と 」 と 書いた

り できるよう になっ たＡ さ んは、 自分の気持ちを 臆せず話せるよう になっ てき たので、通級

による指導を終了し まし た。  

 

 

 

☆☆ 子ども たちは、 大き く 変化し て退級し ます ☆☆ 

♪自分に自信を持っ た子 ♪学習に対する意欲を持っ た子 ♪本読みが好き になっ た子 

♪人と 関わる積極性が出てき た子 ♪目を見て話を 聞く よう になっ た子 

本当にう れし い変化です。  

 

 

 

＊医療機関や関係機関等と も 連携を図り 、 必要な支援や指導を行っ ています。  

通級児童在籍学級の担任の協力は、 子ども と 保護者にと っ て大き な力になっ ています。  

＊子ども のこ と ばや学習に関するこ と で気になるこ と があり まし たら お電話く ださ い。  

こ と ばの保育室…三木市教育委員会 教育・ 保育課 ☎８ ２ －２ ０ ０ ０ （ 代表）  

 こ と ばの教室 …三木市教育委員会 学校教育課 ☎８ ２ －２ ０ ０ ０ （ 代表）  

目標をはっ きり さ せて 楽し みながら  口の体操 


